
九 州北西水域 に於 けるスルメイカに就 て*

特 に対 馬に於 け る “彼岸 イカ ” と “寒 イカ ” 及 び

春期出現する稚仔と未成個体に関する報告

田中於莵 彦 ・ 飯塚 昭二

On a japanese squid  "  Surume-ika  "  Ommastrephes sloani pacificus 

   (STEENSTRUP) in the north-western waters of  Kyusyu

Otohiko TANAKA & Syozi IIZUKA

  There are two types in  "Surume-ika" of Tusima I., namely atumn-type 

and winter-type, and the differences between them are as follow.

1. In average, autumn-type is  ca. 20mm. longer in the mantle length 

 than winter-type  in both sexes. 

2.  Autumn-group is under the control of female, while in winter-group, 

 the sexual ratio is almost 1. 

3. Both ovary and testis in autumn-group are almost mature, but those 

 of winter-group are not so, the greater part of them are inmature.

 To explain the  ecological meaning between them is the chief problem of 

our study, but still not clear now.
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I緒言

撃す馬東岸のスルメイカの漁期は，秋の彼岸前後から10局中旬迄，及び12月から翌年1月迄の

九二回ある.前者を“彼岸イカ"又は“秋イカ後者を“寒イカ"又は“冬イカ"と呼ぶ.星

野・森 1)はこのご群を生態的に異るごつの型めと表現し℃いるが，乙れは爾者の聞に著しい特

徴的差が認められるからである.著者等は1948年から1950年に至る問主として測定による基礎

調査を行い，爾者の特徴を明かにする事が出来た.

一方向期間中九州北西水域に出現する稚仔と未成個体を採集したので，とれ等に閲する知見

を併せ℃報告する.

11 It 馬産

i “彼岸イカ"調主主とその資料

調益は1949年10月(数馬上七回勝〉及び1950年10月(数馬大船越)，いづれも釣獲された生の材

料で外套背長・体重・性別・生殖巣の測定及び観察を行った.1949年には13.......25日の問6回

416個体，1950年には11.......14日の間3巨1186個体， 合1-602個体を測定した.(Tabs. 1 & 2， Figs. 

2 & 3) 
ii “寒イカ"調奈とその資料

発本研究は1949及び1950年度文部省科学研究費交附金による下記表題の研究を主体とL1948から1951年
迄の資料を括めたものである.

研究課題「九州西方海域におけるイカ類資源の生物統計学的研究J
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㌔）これらについての記述は省略した。、
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性比をとると“彼岸イカ”では9：δ三430：165，“寒イヵ”では♀：6　＝136：151となって

おり．“彼岸イヵ”では雌の数が璽倒的に多V・が，“寒イガ’では雌雄数はほ二相等しく僅かに

雄の方が多v・．生殖巣の熱度は“彼岸イ：カ”の雌ではその約55％が完熟歌態にある，即ち雌の

約上敷は輸卵管のみならす卵集に迄飴色の完熱卵を一杯抱えた放卵直前の様相を呈している・

．更：に5個体（1・2％）は放卵レていた・雄では約81％が完熟で約8％尽目同門であったi從っ

て“彼岸イカ”が産卵群である～二とは明かであり，放卵個体が盃体の割合に比して少いのは封

馬東岸での産卵は全体としてみると主産卵の先ぶれをしめす程度のものにすぎす．更に南下し

て産卵盛期が起ることが推定される．‘‘寒イカ”では雌一時に熟度が低V・．殊に雌では約95％が
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未熟・成熟程度のもので完熟は僅かに約3％であり，雄でも完熟は約36％にすぎす．雌雄共放

精放卵個体ぱ認められなかった．然し“寒イ：ヵ”も近い二二産卵するであろう事は2月から5

月にかけて九州北西水域で多藪の三一が出現する～二とからも推察される・

iv泪濫と無關係の群

　1950年6月6日18時嚴原沖で釣獲したものの外套背長の測定と生殖巣の1伏況を示したも⑱が

Tab．5である．～腫れらを採集時期とその外套背長とから考察すると，前述の湘濾群とは無關係

Tab・　5．

Fishing　ground：　O．5　mile　off　lzuhara．

　　rt　date　：　1950　June　6，6　：　30

No． Mant1e　length
　　（mm．）
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瓢
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か，或は湘游に：遅れた群と想像きれる．然しこれら

は一般の漁業の内包とならないのでその生態に就VS・

ては：全く報告がなv、．

　此の資料を著者等が観察した結果によると，外套

背長150mmの1個体を除いて，雌では輸卵管に飴

色の完熟卵を．雄では完成した精一を持っていた・

塩辛はすべてその出口膜上の貯精嚢に貯精してい

た．然し“彼岸イカ”に比べると生殖巣は充實感が

なく如何にも貧弱であり生殖能力は疑問観される欺

態にあった．若しこれらが産卵するものであれば山

本2）の朝鮮沿岸に於ける場合の様に：周年にわたる稚

仔の採集も可能の筈である．然し現右迄の著者等の

調査結果からすれば，洞游期以外での稚仔の採集は行われてV・なv・．

U．【五島及び壼岐産

　肥馬に較べるとこの二水域で行った測定数は極めて少V・・

　五島では：1950年！月12日有川置大敷網の12個体及び同年3月17日魚ノ目頭雑魚大敷網で稚仔

採集調査の際得た141個体を測定した．このうち性別及び熟度を査定したのは26個体である．

　乱丁では1950年4月5日箱崎村瀬戸浦回無縫敷漁場で21個体を測定した．（Tabs．6，7＆8）

Tab．　6．　Mantle　length　frequency　composition．

　　（Fixed　net　grounds　off　Goto　ls．　and　lki　1．）

＄Sohuinndgs　1Arikawa　Bayl　uonome

Tab・　7・　Body　weight　frequency

　composition．　（Fixed　net　grounds

　off　Goto　ls．　and　lki　1．）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　B’W（gr）1）Xx

’Arikawa　1

　　　　UonomeBay

1
1
1
0
3
1

1
2
2
2
5
4
妬
1
4
2

一
3
7
7
4

105一一一155

155－205
20S一一一255

255一一一305

SOS一一一355

355一く［05

1950．

Jan．　12

ー
ツ
4
3
112 i　i4i

1950．

Mar．　17

2
ノ
り
2
｛
う
8

　
4
凸
1
0
2

Naminasi

1950．

Apr．　5

7
9
4
1

・　21

Total　1　i2　1　i4i　1　2i

M．　L．：Mantle　length B・　W．：Body　weight
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Tab．　8．　Sex　ratio　and　maturity．

　　　（Fixed　net　grounds　off　Goto　ls．　and　lki　L＞

Sex

　　　　Maturity

Fixed　net　grounds

Female Male

MI 副RM
Arikawa　Bay

　　1950．　Jan．　12

1i　，1　，　i
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　　　t
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1
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，1
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2

s 3

IV稚仔及び未成個体憩b）

　採集は1948～1951年の聞，主として上五島（有川轡・青方寸・奈摩繕）及び博多轡で行v・，

これに萱岐・熊本縣富岡。長崎港外端島沖・幅岡縣西ノ浦・i下馬東水道での稚魚網探集物を加

えた計249個体につv・で稚仔及び未成群の出現時期と外套背長の蘭係を見た（Fig．6）．　これ

によると稚仔は大体12月～5月に至る6ケ月間にわたって出現している．この他林・飯塚3）は

prerhynchoteuthis期の稚仔を10月下旬と12．月下旬に探零してv・るから，最もはやい稚仔は
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粘）践で稚仔とは外套背長で大体50mm以下のものであり．これは山本2）の外長背長が41．5餌n以上に

　なると大体成体と同じ形態をなすという記述に基づいたものである．従って未成個体とは稚仔’t’成体

　との間のstageのもので大体50mmから180nlm位までのものを指す．
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　　　　　　　Fig．　7．　Correlation’between　mantle　length　and　body　weight
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‘‘ﾞ岸イ卑”の來游時から出現するものと推定される・研く初期の稚仔は潴：泳力は旧くなv・か

ち．潮流に流されて潮目とか渦動域に集中するが．やがて游泳力を持つに及んで接岸しはじめ

る．これが九州北西部の野馬暖流域では大体2月頃である・その後3～5月の聞浩岸に棲みつ

き・6月の終りになると約150mm近くまで成長する．一方この時期にもes　50mm以下の稚仔は

．採集されるから，響町から未成個体に到る外套背長の空腸は：凡そ150mmにも：なり産卵期渉如

何に長いかがわかる。

　博：多選では：年毎の攣化はあるが4月下旬から5月初旬にかけて外套背長50～100mmの個体が

出現しはじめ選管の地曳で漁獲されるが，5月下旬から6月上旬に到ると姿を消し一t’しまう．

ヒれは：北上洞游にむかうのであると云われてv・る．伊藤4）ば佐渡野津選で4月申旬から7月上

旬までの聞未成個体の外套背長と体重の攣化を観察してv・るが，博多轡では5月の初旬と下旬

とで外套背長に攣化はみられなV・．これは佐渡爾津轡では未成群が遡内に滞溜するが，博多轡

では絶えず群が移動しているためと推察した．伊藤は未成個体の成長度を外套背長・体重で1

日あたり夫kO．8mm，0．8grとしている．即ち外套背長で1月約2．5mm成長する事になる．・

この値は：著者等の資料からも大体安當の様であるeec）．　（Fig．6参照，　Fig．6には：外套背長1

．月聞2．5cm増加の直線が記入されている）．

　稚仔の性別判定はかなり小さv・ものまで可能である．性別の判定は雌では纒卵腺，雄では輸

精管の存在で行v・，v・つれとも制定出來なv・ものを不明とした（Tabs．9，10）．この結果外

・套背長15．5～99．Ommのもの138個体の性比が査定され，そのうち62個体は雌，52個体は雄，24

個体が不明であった．三って大体外套背長100mm以下のものでは約83％が性別判定可能であ

　　　　　　　Tab・　9・　Number　of　measured　individuals　of　females　and　males

　　　　　　　　　　　　　in　larvae　and　young　squids．　（1948一一一1950）

Sampling
　grounds

Sex

Date

Female
Male
　　？

り
エ
Nama　’IHakata
Bay　1　Bay

Hakata
　Bay

り
三

Mar．　161　Mar．　24！　May　ill　May　igl　June　1

！
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♪
3
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　　　：
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1
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4
8
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ユ

●
－

k
I

I

Apr．　5

Tota1

3
2
1

2
2
4

1
0
　
）
2

Tata1 28 26 6 ．7 12 29 24 6 138

eec）成長率は稚仔，未成個体採集の追試を行って求める積りである．



S’W 長崎大学水産学寧日略報告　　第4屠

り，そのうち最小のものは：雌では：外套背長15．5mm，雄では21mmのものであった．即ち雌雄

Tab．　10．　Mantle　length　frequency

　　　　　composition　of　females－and

　　　　　males　in・larvae　and　young

　　　　　squids．

認¢劃一瞬申
10　一一　20

20－30圃
SO　一　40
40　一一　50

50　一一　60

60　一一一　70

70　一　80
80　一　90

90　一100

3
5
6
2
8
7
6
2
3

　
　
　
　
　
1
1
幽

一
4
5
3
5
1
2
1
8
5

一
1
2
一
6
6
7
2

Tota1

3
0
3
5
9
5
1
9
3

　
　
　
　
1
3
4

　
1
幽
冒
｛

Tota1 62 s2．　・1　24　1　13s

共外套背長が20mm前後になればすでに生殖1
、巣が嚢蓬しは：じめる．

－外套背葺が150mm前後の未成体の雄では

第：四脚はhec　tocotylusとしての特徴が明かt一

であり，輸精管は早く嚢達し，未完成の精爽

が認められる．然し同程度の雌では輸卵管の

明達は極めて悪く，纒卵腺が稽汝肥大してv・・

る程度である．以上は1951年6月志賀ノ島：大：

敷網漁獲物の襯察結果であるが大体石井5）の

報告と一致している．胃の内容物はイカが多・

く．この他イワシその他を認めた．寄生虫

（後述V考察の項参照）・は未だ認められな二

い。

M．　L．：　Mantle　length

v　考 察

　1．“彼岸イカ”は前馬に於いてのみみられる特微的存在である　　　森・星野）は“彼岸

イ：カ”と“寒イカ”とはraceを異にするものではなV・かとの疑問を提起してV・る．この～二と

は著者等の調査に於いても，絶えず聞題の中心点であったが．はっきりしたことをつかむこと

は出來なかった．然し，個体測定の結果前述の如く爾者の間の特徴的差異を明かにすることみミ：

出來た．即ち，

　1．“彼岸イカ”は“寒■カ”よりも外套背長で約2cm大型である．

　2．“彼岸イカ”は雌の群がらなる産卵群である。

　“彼岸iカ”“寒イガ’は更に南下し五島西方沖にむかうが，五島に於V・ては三者の漁期のす・

れはせばまり，封馬に於ける様な“彼岸イカ”“寒■ヵ”の今別は判然としなくなる．

　・一・・方北海道水域からの標識放流の結果は青馬に於いてば如何なる時期に放つたものもすべて

・‘ｦイヵ”の時期に再捕されている．このζとは“寒イカ”は北海道群と系統を同じくするこ

とをしめすものであろう・即ち，“寒イカ”は添田6）の一元的大鯛平群に解するものと考えられ

る．從って，殆どが雌よりなる産卵群である“彼岸イカ”峠九州北西水域に於ては子馬に於て

のみみられる特徴的群であり今後解明されなければならない問題である．

　2．森の年級設について　　　森7）はスルメイカの年級を査定するのに体重組成を用v・．

1949年度の“彼岸イカ”427（雌290．雄130）個体を資料として，“彼岸イカ”は雄で2～5才．

雌で2～6才群で構成されるとしている．著者等は同年の“彼岸iカ”の資料を持っているの

でこれを槍討してみた∴（Figs．8，9＆10）

　今，1949年390（雌301．雄89）個体，1950年181（雌112．雄69）個体，又調査旧聞中のFt寒

イ勇”半側286（雌135．雄151）個体に就v・て外套背長と体重との丁丁をみると，～これらのどれ

にも森が云う様な年半別のグル・・一・・プは：認められない・特にFig．8は森の資料と殆ど同じとみ．

なして良い條件のものである．尤も森は：大船越（封土南部）を根擦とし，著者等ぱ比国勝（封

馬北部）を根擦としたが，この様なこと柄は爾者の根本的資料の不一致と蓉う『之との理由には：
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なり得ないことであろう。

　・一一rE伊藤4）は年級の問題で森の見解と異る稜表をしている．伊藤は年級の査定を成長度から

推定したが．成長度は著者等の資料もやや一致する．その他の資料とも考えあわす時，年級に

關する伊藤の読は餐當と思われる．

　5．寄生虫について　’　‘‘彼：岸イヵ”‘‘寒イヵともに多数の寄生虫が皮下・筋肉・内臓など

に寄生して矯るのがみられる．これはタラ（Gα伽smacrocePhalus）に寄生するRhyncho－

botlzrinm　sp．8）と類似の條虫らしv・が，春期禺現する未成体にはまだみられなv・ところがら洞．

游経路と關係がある梯に考える．

終りに本研究に種汝の便宜と援助を與えられた次の諸氏に深く謝意を表する．

長崎県立水産高校対馬分校

長崎県立水毒竈馬分場

壷岐浪無爵敷漁場
長崎県北松浦｝郡魚目大敷漁場

九州大学農学部
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